
コンパクト多機能トイレパックコンパクト多機能トイレパック
施工ポイント施工ポイント

TOTO（株） トイレ空間生産本部



施工ポイント

商品を施工する前に、ＴＯＴＯから商品図面を
入手し事前準備を行ってください

事前施工情報

大便器フレーム
跳ね上げ手すり部固定
（補強：合板ｔ=24）

壁補強

L型手すり部固定
（補強：合板ｔ=24）

汚物流し
フレーム部固定
（補強：合板ｔ=12）

操作系・洗面器フレーム固定
（補強：合板ｔ=12）



施工ポイント

商品を施工する前に、ＴＯＴＯから商品図面を
入手し事前準備を行ってください

事前施工情報

大便器部
ウォシュレット用 （１２８０Ｗ）

ウォシュレットリモコン用 （１Ｗ）

電気工事

洗面器部
電気温水器用 （５０５Ｗ）
自動水栓用 （ ）

汚物流し部
電気温水器用 （６００Ｗ）

便 洗浄

自動水栓用 （０．６Ｗ）

リモコン便器洗浄用 （３０Ｗ）

操作系部

大便器部
リモコン便器洗浄用 （３０Ｗ）

操作系部
自動水栓用 （０．６Ｗ）



施工ポイント

商品を施工する前に、ＴＯＴＯから商品図面を
入手し事前準備を行ってください

事前施工情報

手洗器給水口Ｒｃ1/2

配管工事

汚物流し給水口Ｒｃ1/2

大便給水口Ｒｃ1/2

洗面器給水口Ｒｃ1/2

大便器排水 ７５A大便器排水 ７５A
手洗い器排水 ４０A

洗面器排水 ４０A汚物流し排水 ７５A



壁ハンガーを墨出しに合わせ、正しくケーシングを設置
してください

施工ポイント

してください。

壁・床の隙間を目安に、連結材を付け、各フレームの
水平・垂直を確認し設置してください。

フレーム設置

壁との隙間：１０ｍｍ 連結材
（上 中 下 ） 連結材

（上 下 ）（上 下 ）

床との隙間：１５ｍｍ

連結材



ねじ受け材はフレ ムより飛び出さないようにして下さい

施工ポイント

ねじ受け材はフレームより飛び出さないようにして下さい。
側板の倒れを調整します。フレーム設置

ねじ受材はフレームより飛び出さないように注意

各フレーム
の固定部

側板の倒れ調整

壁との隙間
０ｍｍ

床との隙間
６０ｍｍ



施工ポイント

前面板をケ シングに取り付けてください前面板をケーシングに取り付けてください。
壁・側板・床などの隙間を調整します。
調整後バックハンガーを取り付けます。

前面板設置

チャームボックス
の前面板周囲の

前面板の隙間：
１ｍｍ

の前面板周囲の
隙間：１ｍｍ

側板と前面板
の隙間：２ｍｍ

床と前面板下端の
高さ：６０ｍｍ

側板と前面板
の隙間：２ｍｍ



施工ポイント

流量調整板は必ず入れてください 洗浄時に汚物
洗浄管・タンク設置

流量調整板は必ず入れてください。洗浄時に汚物
流しより飛び出す恐れがあります。
タンク設置時にはパッキンを確認してください。

タンク設置時、パッキンを確認

流量調整板を必ず入れる



施工ポイント

各器具を正しく設置してください
内部器具設置

各器具を正しく設置してください。
Ｒタイプは水栓のホースの取り回しに注意してください。
便器洗浄ユニットの部材は向きに注意してください

バキュームブレーカー
の取り付け

便器洗浄ユニットの取り
付け
部材の向きに注意

銅管は必ずタンク内
に向ける

部材の向きに注意

Ｒタイプは
ホースの

シングルレバー
の取り付け

取り回し
に注意



手洗器や手すりなどの器具を取り付けます

施工ポイント

手洗器や手すりなどの器具を取り付けます。

ふさぎプレートは同梱しています。呼び出しボタンを設
置する場合は別途手配になります。

器具設置

ふさぎプレートは同梱
呼び出しボタンは現場手配



施工ポイント
外観や固定部・動作・漏水がないことを確認してください。
止水栓ハンドルで吐水量の調整をしてください止水栓ハンドルで吐水量の調整をしてください。
使い方ラベルを貼りシリコン系シールで仕上ます。
シリコン系シールは別途手配になります。

試運転・仕上げ




